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マーラー雑感（４）
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　交響曲第６番だけマーラーは、標題を「悲劇的交

響曲」と付けました。初演後に削除しましたが、曲

は80分以上かかる壮大なものです。今回は、この第

６番をより身近に視聴できるように、三つのポイン

トから記していきたいと思います。

①カラヤン盤に異音？

　映画「ベニスに死す」（1971）が公開され、マーラー

の交響曲第５番のアダージェットが話題になりまし

た。それに触発されてか1973年にカラヤンが第５番

を発表、これが彼のマーラー初録音でした。その後

第６番を発表（1975-77）するのですが、この盤に「不

思議な音」が入っているとのことです１）。よ～く聴

いてみると、ありました。CDで第４楽章の15分49

秒と16分11秒あたりの２回です。演奏の後ろで、微
かす

かに「パサパサ」という音です。裄
ゆき

野
の

氏は仮説を三

点上げています１）が、私はカラヤンがこの音に気

付かずに聴き逃したと思っています。

②バーンスタインは３回？

　この第６番には、変わった楽器が使われています。

牛が首に下げるカウベル、開発間もないチェレスタ、

そして巨大ハンマーなど２）。この巨大ハンマーは木

製の大槌
つち

で、大きな木製の台を叩いて音を出します

（床にある厚い板を叩くこともあり）。

　第４楽章で使われるこの巨大ハンマーは、「ドス

ンッ」と運命の一撃として「悲劇的」を象徴するも

のです。マーラーは楽譜に最初５発書き入れていま

したが、最終的に２発にしました。これを３発にし

て演奏するのがバーンスタインです。１発目はマー

ラー長女の死、２発目はウィーンを追われた悲哀、

３発目はマーラー自身の死、というのが彼の解釈と

のことです３）。CD（1988）では13分26秒、18分30秒、

29分20秒あたりに聴けます。

　ちなみに「バーンスタイン」のアクセントですが、

バ
0

ーにあるようです。映画「ティファニーで朝食を」

の１時間38分ころに、ヘプバーンが「バ
0

ーンスタイ

ン」と言っています。

③ラトルのモノは大きい？

　ベルリン・フィルの首席指揮者を16年間務めたサ

イモン・ラトルが、2018年に退任しました。その

年の６月19日と20日に退任コンサートが開かれま

した。曲目は「マーラー交響曲第６番」で、NHK-

BSでも放送されました。ラトルは1987年に同フィ

ルとCDを出していましたが、今回は円熟かつ老練

な演奏が視聴できます、第３楽章までは。第４楽章

も順調に進みますが、物
もの

凄
すご

く巨大すぎる白木のハン

マーが出てきます。通常舞台後方の端の目立たない

位置でのものが、中央部に陣取っているのです。そ

こで大きくない人がそのハンマーを振り上げるの

で、後ろに居る女性の観客たちが笑いだします。私

もビックリして唖
あ

然
ぜん

としてしまいました。

　さて、この第６番で問題になるのは、第２と第３

楽章のどちらをスケルツォにするかアンダンテにす

るかです。2003年に国際マーラー協会が判断を下し

ました。「第２楽章＝アンダンテ、第３楽章＝スケ

ルツォ」です３）。しかし、私は逆の方がスッキリす

るし、最終（４）楽章への繋
つな

がりが良いように思わ

れます。今でも指揮者によりまちまちの演奏です。

　私の推薦CDはクルレンツィス指揮／ムジカエテ

ルナ（2016）、B
ブルーレイ

Dではアバド指揮／ルツェルン祝祭

管（2006）を挙げます。

　「悲劇的」の副題が付くことの多いこの曲は、指

揮者たちから「第６番は死一色」（ジンマン）、「フィ

ナーレは破滅の楽章」（エッシェンバッハ）などの

言葉があります４）。しかし、私自身は聴き終わった

後に、何かスッキリしてヤル気が起きるのです。

　角
つの

皆
かい

氏は「自分の生き方として、とことん頑張っ

て、それで失敗してもいいじゃないか、という悟り

のようなものを得られる曲」。土井氏も「６番は私

にとっても元気になる曲ですね」と対談で語ってい

ます１）。先のクルレンツィス盤のライナーノーツに

も、「聴き終わったら、自分が以前よりも生き生き

しているように、また、良くなったように感じる曲」

との記載があります。

　この曲をもっと若い時に知っていたかったと思う

とともに、今の悩める若者たちに薦めたいです。
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